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直線電流の作る磁場をベクトルポテンシャル経由で求めてみる。
ベクトルポテンシャルの一般解は、
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で与えられる。直線電流を z軸上にとることにする
と、Jx,Jyは 0となり、ただちにAx = Ay = 0となる
ことがわかる。求めるべきA(x)の z成分は、電流の
大きさを Iとして、

Az =
µ0I

4π

∫ ∞

−∞
dz′

1√
r2 + (z − z′)2

(2)

であるが、この積分は次元を見てもすぐ予想できる
ように log発散する。そこで、カットオフをつけて計
算しておく。
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最終的には磁場B = ∇×Aを知りたいのであって、そのようなカットオフ1は磁場に
は寄与しない (とうれしい)。カットオフを l∗として、
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やはり、第二項は、l∗ →∞で log発散を与える。しかし、磁場の計算には寄与せずに、
重要な項は、
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であり、磁場は
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1積分の上限を有限に止めて計算をする．
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となる。ここで、er = (x/r, y/r, 0)で動径方向の単位ベクトル。


